
 

教員研修の現状と課題 
 

 

１．研修の現状 

Ⅰ 石川県教育センターが実施する研修 

 

法定研修     １年目      ２年目 ３年目       ６年目       １１年目          ２１年目 

及び 

基本研修  [初任者研修(法定)]   [フォローアップ研修]   [５年経験者研修]   [１０年経験者研修(法定)]   [２０年経験者研修] 

【悉皆】 

 

 

 

 

 

 

 

        【９１講座】      【１５講座】     【１２講座】      【３２講座】         【５講座】 

 

 

 

                                                              【８講座】 

職務研修 

【指定】 

                                          【４講座】 

 

  

                                                  

                                          【１１講座】 

 

課題選択研修 

特別研修 

【希望】 

                         【１３５講座】        

※人数はいずれも、平成２７年度におけるのべ受講者数の概数 

Ⅱ いしかわ師範塾が実施する研修                  １１年目                 

 

 

プレミアム研修 

【指定】 

 

 

【２２講座】 

 

 

Ⅲ 校内研修（指定研究：国、県、市町） 

 

Ⅳ 校内研修 

 

 

２．課題 

 ○経験豊富なベテラン教員が大量に退職し、若手教員が増える中、全国トップレベルの教育水準を維持・向上して   

いくには、若手教員の早期育成と中堅教員のマネジメント能力・教科指導力を強化する必要がある。 

 

 ○集合型の研修が毎年増え、学校現場を離れる機会が多くなっており、子どもと向き合う時間を十分確保するため、  

校外研修の整理・重点化を図る必要がある。 

担当者研修 

（体育指導者、特別支援コーディネーター、健康教育担当者、 

道徳教育推進教師、複式学級担当者、ＡＬＴ等） 約１５００名 

校外（２４日程度） 

  基本講座、宿泊研修、 

教育課題研究発表、 

  学習指導、学級経営、 

児童生徒理解、 

ふるさと教育等 

校内（３００時間程度） 

  研究授業等 

      約２２０名 

２年目（４日程度） 

  基本講座、学級経営、 

  学習指導、選択研修 

約２３０名 

３年目（３日程度） 

  児童生徒理解、 

学級経営、学習指導、 

研究授業、選択研修 

     約２３０名 

（３日程度） 

基本講座、児童生徒理解、 

学級経営、公開授業、 

選択研修 

      約２００名 

校外（１３日程度） 

基本講座、生徒指導等、 

学級経営・キャリア教育、 

学校組織マネジメント、 

学習指導、選択研修 

校内（２０日程度） 

  学習指導、 

生徒指導・学級経営、 

特定課題研究 

       約７０名 

（４日程度） 

基本講座、生徒指導等、 

学校組織マネジメント、 

研究授業、選択研修 

       約７０名 

課題選択研修（教科等指導研修、今日的課題研修）、特別研修（派遣研修、長期継続研修等） 
             約１５００名  約１７００名 

管理職研修 
約５００名 

主任等研修 
約９００名 

プレミアム研修  約５００名 

組織マネジメント、カリキュラムマネジメント、教科指導力の養成など

次代の中核的リーダーとなる教員を育成 

             

小中（ＡＬ １１校、学力向上 ２０校、道徳 ３０校） 
各市町教委（独自に指定） 
高 （ＳＳＨ ３校、ＳＧＨ １校、ＳＰＨ １校、 

基礎学力 １校、ＮＳＨ ５校、観光 １校） 

資料３ 

各学校がそれぞれの課題（教科指導、生徒指導など）に応じて実施 

→ 教育センター指導主事が、学校の要望に応じて出前講座を提供（Ｈ２７年度：８２０件） 

（教委、学校長に推薦された者のみ受講） 

 

      ○24 ２９０ ○25 ２９６ ○26 ３１９ ○27 ３２５ ○28 ３３５ 

→（参考）教育センター研修講座数の推移（いしかわ師範塾プレミアム研修を含む） 

 


